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昭
和
初
期
、
中
区
火
災 

　

保
険
図
Ⅱ

　

～
野
毛
山
周
辺
の
紹
介
～

　

市
史
資
料
室
所
蔵「
中
区
火
災
保
険
図
」は
、

既
に
本
誌
第
一
八
号
「
昭
和
初
期
、
中
区
火

災
保
険
図
」
で
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

関
内
地
区
に
つ
い
て
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年�

図
を
集
成
し
耐
火
建
物
を
概
観
し
た
。

　

こ
こ
で
は
同
様
に
一
九
三
〇
年
の
野
毛
山

周
辺
図
を
集
成
し
概
観
し
て
い
く
。
野
毛
山

周
辺
が
含
ま
れ
る
「
戸
部
方
面
」
は
表
1
に

あ
る
よ
う
に
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
作

製
分
に
は
欠
が
な
く
、
全
域
を
カ
バ
ー
で
き

る
。
こ
の
う
ち
「
野
毛
山
周
辺
」
と
し
て
便
宜

的
に
№
11
～
35
（
12
と
20
は
Ａ
・
Ｂ
が
あ
る
）、

追
加
Ａ
～
Ｃ
の
三
〇
枚
を
集
成
し
た
。
こ
れ

は
、大
岡
川
と
現
在
の
Ｊ
Ｒ
線
を
境
と
し
、「
戸

部
方
面
」
か
ら
現
在
の
西
区
役
所
周
辺
を
除

い
た
地
域
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
番
号
の
範

囲
は
本
誌
第
一
八
号
の
図
5
を
参
照
）。

　

な
お
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
図
は
「
再
調
」

と
書
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
枠
外
に

「
横
浜
新
興
地
図
協
会
」
と
あ
る
。
こ
の
地
域

で
は
三
一
年
の
京
急
開
通
が
大
き
な
変
化
で
、

８
、
10
Ａ
、
14
、
15
、
23
、
35
に
三
二
年
図

が
あ
る
。
一
方
で
16
、
24
、
25
は
京
急
が
通
っ

て
い
る
が
三
二
年
図
が
な
く
、
京
急
線
が
通
っ

て
い
な
い
20
Ｂ
に
三
二
年
作
製
図
が
存
在
す

る
。
一
九
三
五
年
・
三
六
年
図
は
、
三
五
年

七
月
の
町
界
町
名
字
界
字
名
変
更
へ
の
対
応

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
野
毛
山
周
辺
」
は
、
大
岡
川
沿
い

と
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
桜
川
沿
い

の
平
地
と
野
毛
山
や
掃
部
山
等
の
丘
陵
地
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

丘
陵
地
に
は
、
官
舎
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
家
屋
の
ほ
か
、
野
毛
山
公
園
や
掃
部
山
公

園
な
ど
の
公
園
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
火
災
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第　号

「中区火災保険図 戸部方面No.22」 1936年10月29日訂正
野毛町・宮川町付近。図下部の左右に走る２本の道路に挟まれた帯状の地域は鉄道用地
として確保されていた。

図１　「堤防」記号の例
注：「中区火災保険図」戸部方面
　　No.26、1930年。

図番号 1930年 1932年 1935年 1936年 図番号 1930年 1932年 1935年 1936年
No.1 ○ ○ No.20A ○
No.2 ○ No.20B ○ ○ ○
No.3 ○ ○ No.21 ○ ○
No.4 ○ ○ No.22 ○ ○
No.5 ○ ○ No.23 ○ ○ ○
No.6 ○ No.24 ○ ○
No.7 ○ No.25 ○ ○
No.8 ○ ○ No.26 ○ ○
No.9 ○ No.27 ○ ○
No.10A ○ ○ No.28 ○
No.10B ○ No.29 ○ ○
No.11 ○ No.30 ○ ○
No.12A ○ No.31 ○
No.12B ○ No.32 ○ ○
No.13 ○ No.33 ○ ○
No.14 ○ ○ No.34 ○ ○
No.15 ○ ○ No.35 ○ ○ ○
No.16 ○ ○ 追加A ○
No.17 ○ ○ 追加B ○
No.18 ○ ○ 追加C ○
No.19 ○ ○ 追加D ○

表１「中区火災保険図」戸部方面年別一覧
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保
険
図
を
見
る
と
、「
▲
」
が
連
な
っ
た
よ
う

な
「
凡
例
」
の
堤
防
記
号
が
各
所
に
使
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
記
号
に
よ
っ
て
土
手
を
表
し

て
い
る
。
凡
例
に
は
「
普
通
凡
例
」・「
特
別

凡
例
」
が
あ
り
、
通
常
の
地
図
記
号
な
ど
は

普
通
凡
例
に
含
ま
れ
、
堤
防
記
号
＝
土
手
記

号
も
普
通
凡
例
に
含
ま
れ
て
い
る
。
後
述
の

「
直
立
断
涯
」記
号
は
火
災
保
険
図
特
有
の「
特

別
凡
例
」（
第
一
八
号
に
掲
載
）
に
含
ま
れ
て

い
る
。「
堤
防
」
記
号
は
、
例
え
ば
、
現
在
の

野
毛
山
動
物
園
の
西
側
、
西
戸
部
町
一
丁
目

辺
り
に
使
わ
れ
て
お
り
（
図
1
）、段
状
に
家
々

が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
「
直

立
断
涯
」
の
箇
所
も
あ
り
、
同
図
で
は
右
下

の
土
手
に
接
続
す
る
地
番
七
九
四
辺
り
に
「
直

立
断
涯
」
記
号
と
「
2K
」
と
書
か
れ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
、
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
擁

壁
と
思
わ
れ
る
。「
野
毛
山
周
辺
」
地
域
に
は
、

こ
の
よ
う
な
丘
陵
地
が
か
な
り
の
割
合
を
占

め
て
い
る
。

　

平
地
は
前
述
の
よ
う
に
大
岡
川
と
桜
川
沿

い
に
帯
状
に
広
が
る
地
域
で
あ
る
。
両
川
沿

い
と
も
に
震
災
以
前
か
ら
道
路
が
通
る
が
、

大
岡
川
沿
い
は
震
災
復
興
事
業
で
幹
線
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
川
沿
い
の
道
路
も
市

電
軌
道
が
あ
り
、
ま
た
隣
接
す
る
こ
の
区
域

の
外
（「
中
区
火
災
保
険
図
」
高
島
方
面
）
に

は
鉄
道
が
並
行
し
て
い
た
。

　

次
に
こ
の
地
域
の
耐
火
・
準
耐
火
建
物
に

つ
い
て
み
て
い
こ
う
（
図
２
）。
準
耐
火
は

「
市
街
地
建
築
物
法
施
行
規
則
」
で
は
次
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
鉄
骨
造
で
外
部
を

生
子
板
張
に
し
た
も
の
、
鉄
骨
造
・
木
造
で

外
部
に
石
・
煉
瓦
・
人
造
石
類
を
厚
さ
三
寸

� 昭和初期、中区火災保険図Ⅱ　～野毛山周辺の紹介～

図2　「中区火災保険図」野毛山周辺集成図、1930年
注:耐火建造物（コンクリート造・土蔵）、準耐火建造物を示した。
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●昭和初期、中区火災保険図Ⅱ　～野毛山周辺の紹介～

の
西
前
小
・
西
戸
部
小
も
同
様
）、
一
方
で
一

本
松
小
は
修
理
し
て
震
災
後
も
使
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
他
、横
浜
市
図
書
館
、震
災
記
念
館
、

横
浜
市
中
央
授
産
所
、
婦
人
会
館
、
中
央
職

業
紹
介
所
、
横
浜
税
務
署
、
専
売
局
（
建
築

中
）
の
公
的
施
設
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
っ

た
。
民
間
で
は
石
炭
同
業
組
合
、
神
奈
川
モ
ー

タ
ー
、
神
奈
川
県
農
工
銀
行
な
ど
が
あ
っ
た

（
写
真
１
）。

　

こ
れ
ら
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
は
、

そ
の
耐
火
性
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に

震
災
後
の
木
造
仮
庁
舎
の
ま
ま
で
あ
っ
た
横

浜
市
役
所
な
ど
の
移
転
先
と
な
っ
た
。
老
松

小
（
老
松
国
民
学
校
、
以
下
同
じ
）
に
は
市

役
所
が
入
り
、
ま
た
東
小
と
西
戸
部
小
は
分

庁
舎
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
部
署
が
入
っ

た
。
ま
た
震
災
記
念
館
（
当
時
、
市
民
博
物

館
）
に
も
一
部
の
部
署
が
入
り
、
図
書
館
に

は
市
会
が
入
っ
た
。
市
会
は
、
後
に
市
民
博

以
上
か
瓦
張
り
で
セ
メ
ン
ト
・
モ
ル
タ
ル
塗
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塗
か
厚
さ
一
寸
二
分
以
上
の

セ
メ
ン
ト
・
モ
ル
タ
ル
塗
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塗
か
セ
メ
ン
ト
・
モ
ル
タ
ル
塗
の
上
に
化
粧

煉
瓦
を
貼
り
合
計
一
寸
以
上
の
も
の
、
木
骨

土
蔵
造
で
塗
土
・
漆
喰
等
の
厚
さ
が
三
寸
以

上
の
も
の
、
そ
の
他
、
地
方
長
官
が
準
ず
る

と
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
耐
火
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
二
五
・
土
蔵
造
一
五
・
煉
瓦
造
（
と
思
わ

れ
る
）
一
、
準
耐
火
一
九
の
計
六
〇
の
耐
火
・

準
耐
火
の
建
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
東
側
の

平
地
や
そ
れ
に
繋
が
る
地
域
に
偏
っ
て
い
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
う
ち
六
棟
は
銭
湯
付

属
の
建
物
、
ト
イ
レ
等
の
小
型
建
物
で
、
そ
の

他
の
一
九
棟
は
学
校
な
ど
の
施
設
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
に
は
小
学
校
が
五
校
あ
る
が
、
老

松
小
、
本
町
小
、
戸
部
小
、
東
小
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
震
災
復
興
小
学
校
で
（
範
囲
外

物
館
に
再
移
転
す
る
。
こ
の
う
ち
、
分
庁
舎

の
東
国
民
学
校
は
、
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

五
月
二
九
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
建
物
内
が
火

災
と
な
り
各
部
署
の
文
書
類
を
焼
失
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
中
央
授
産
所
に
は
一
九
四
二

年
に
中
区
役
所
が
入
り
、
四
四
年
設
置
の
西

区
は
暫
く
中
区
役
所
に
同
居
し
た
が
、
そ
の

後
、「
野
毛
山
周
辺
」
範
囲
外
の
「
戸
部
方
面

追
加
Ｄ
」
に
あ
る
花
咲
ビ
ル
（
ジ
ャ
パ
ン
モ
ー

タ
ー
株
式
会
社
）
に
移
転
し
て
い
る
。

　

準
耐
火
も
公
的
・
民
間
組
織
の
施
設
が
多

く
、
中
で
も
宮
川
町
三
丁
目
に
憲
兵
隊
本
部
ほ

か
大
小
五
棟
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
（
写
真
２
）。

そ
の
他
、
煙
草
元
売
捌
所
や
横
浜
興
信
銀
行

野
毛
支
店
、
政
友
会
横
浜
支
部
、
日
本
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
な
ど
が
準
耐
火
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
個
人
宅
で
も
数
棟
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
、
第
一
八
号
同
様
、
火
災
保
険

図
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
耐
火
建
物
を
紹
介

し
た
が
、「
特
別
凡
例
」
に
は
火
災
報
知
機
・

消
火
栓
と
い
っ
た
防
災
関
係
の
記
号
、
空
地

や
橋
の
材
質
・
屋
内
通
路
と
い
っ
た
火
除
地

や
避
難
に
役
立
つ
記
号
、
一
方
で
耐
火
性
の

な
い
藁
葺
・
板
葺
・
杉
皮
葺
や
木
橋
の
記
号
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
火
力
を
使
用
す
る
銭

湯
や
工
場
な
ど
の
記
号
・
記
載
が
あ
り
、
こ
れ

ら
が
火
災
保
険
額
決
定
の
基
礎
資
料
と
な
っ

て
い
た
。

【
参
考
文
献
】

　
『
横
浜
市
町
区
域
要
覧（
平
成
28
年
版
）』（
横

浜
市
市
民
局
）
二
〇
一
六
年
、
横
浜
市
建
築

課
『
横
浜
市
立
復
興
小
学
校
建
築
図
集
』（
新

建
築
社
）
一
九
三
一
年
、『
報
告
書　

震
災
復

興
と
大
横
浜
の
時
代
』（
横
浜
市
史
資
料
室
）

二
〇
一
五
年
、『「
地
図
」
で
探
る
横
浜
の
鉄
道
』

（
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
）
二
〇
一
一
年
。

�

（
百
瀬　

敏
夫
）

表2　「野毛山周辺」の主なコンクリート造建物
� 1930 年

施設名 種類 住所 図番号

専売局（建築中） コンクリート造 花咲町六丁目 No.11

戸部尋常高等小学校 コンクリート造 伊勢町二丁目 No.14

老松小学校 コンクリート造 老松町一丁目 No.18

本町小学校 コンクリート造 花咲町三丁目 No.20A

正金銀行客接待所 コンクリート造 宮崎町 No.20A

婦人会館 コンクリート造 宮崎町 No.20A

キリスト教会 コンクリート造 宮崎町 No.20A

横浜税務所 コンクリート造 野毛町三丁目 No.20B

石炭同業組合 コンクリート造 花咲町一丁目 No.21

聖アンデレ教会 コンクリート造 花咲町一丁目 No.21

震災記念館 コンクリート造 西戸部町字境久保 No.25

横浜図書館 コンクリート造 西戸部町字境久保 No.25

横浜市立東小学校 コンクリート造 南太田町字東耕地 No.34

中央職業紹介所 コンクリート造 桜木町一丁目 追加A

横浜市電自動車車庫 コンクリート造 桜木町一丁目 追加A

神奈川県農工銀行 コンクリート造 桜木町一丁目 追加A

横浜市中央授産所 コンクリート造 桜木町一丁目 追加A

神奈川モーター コンクリート造 桜木町四丁目 追加B

桜木会館 コンクリート造 桜木町六丁目 追加C

注 :「中区火災保険図」戸部方面から作成。
　　記載は資料のまま。WC等は除いた。

写真2　�野毛山から宮川町方面　1929年、(前川謙三撮影・
前川淨二家資料　帳票番号3098）

注：手前に横浜憲兵隊の建物群が写っている。

写真１　�神奈川県農工銀行と緑橋　(前川謙三撮影・前川淨
二家資料　帳票番号3113）
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一
九
三
〇
年
代
県
立
横
浜
第
一 

高
等
女
学
校
の
卒
業
生
と
同
窓
生

は
じ
め
に

　

小
学
校
卒
業
生
女
子
の
中
等
教
育
機
関
へ

の
進
学
率
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年

に
一
四
・
一
％
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年

に
二
二
％
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に

は
四
三
・
六
％
ま
で
上
昇
し
た
（『
日
本
の
成

長
と
教
育
―
教
育
の
展
開
と
経
済
の
発
達
―
』

文
部
省
、
一
九
六
二
年
）。

　

こ
の
間
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
横
浜
で
も

女
子
の
教
育
機
会
が
拡
大
さ
れ
、「
職
業
婦
人
」

の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
本
稿
で

は
そ
の
時
期
の
女
学
生
の
う
ち
、
県
立
横
浜

第
一
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
と
同
窓
生
に
つ

い
て
見
て
い
く
。
横
浜
に
お
け
る
女
子
の
教

育
機
会
拡
大
の
背
景
に
は
、
早
く
か
ら
キ
リ

ス
ト
教
主
義
の
諸
学
校
が
設
置
さ
れ
、
女
子

教
育
に
伝
統
が
あ
っ
た
こ
と
、
都
市
化
に
と

も
な
い
新
中
間
層
家
庭
の
高
等
普
通
教
育
へ

の
教
育
要
求
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
学
歴

が
結
婚
の
好
条
件
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
、
男
子
の
よ
う
に
東
京
に

遊
学
さ
せ
る
条
件
が
女
子
に
は
乏
し
か
っ
た

こ
と
、
女
性
の
社
会
進
出
を
促
進
す
る
条
件

が
、
横
浜
と
い
う
貿
易
経
済
都
市
に
あ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、生
徒
の
量
的
な
増
加
は
、

女
子
に
対
す
る
中
等
教
育
の
学
習
機
会
の
拡

大
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、「
良
妻
賢
母
」
と

い
っ
た
伝
統
的
な
女
子
教
育
観
に
対
す
る
新

た
な
展
開
を
も
意
味
し
た
。
家
庭
に
入
る
者

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
上
級
学
校
へ
の
進
学

者
、
商
業
的
実
務
の
従
事
者
と
い
っ
た
進
路

を
選
択
す
る
生
徒
の
た
め
に
、
具
体
的
な
配

慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（『
横

浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
上
）。

神
奈
川
県
立
横
浜
第
一
高
等
女
学
校

　

横
浜
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
学
校

に
よ
り
女
子
教
育
が
始
ま
り
、
文
部
省
が
認

定
す
る
高
等
女
学
校
と
し
て
は
、
私
立
横
浜

高
等
女
学
校
や
私
立
神
奈
川
高
等
女
学
校
な

ど
が
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
神
奈
川
県
立
横

浜
第
一
高
等
女
学
校
（
以
下
、
県
立
第
一
高

女
と
記
載
）
は
、
神
奈
川
県
内
で
最
初
の
県

立
女
学
校
で
あ
り
、
県
内
で
も
上
級
学
校
へ

の
進
学
率
が
高
か
っ
た
。

　

前
身
の
神
奈
川
県
高
等
女
学
校
は
、

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
文
部
省
よ
り

設
置
が
認
可
さ
れ
、
開
校
し
た
。
翌
年
五
月

よ
り
横
浜
市
岡
野
町
（
現
在
、
西
区
岡
野
）

で
授
業
を
開
始
、
神
奈
川
県
立
高
等
女
学
校

と
改
称
し
た
。
一
年
目
は
募
集
定
員
に
達
せ

ず
、
無
試
験
で
全
員
合
格
。
二
年
目
か
ら
は

入
学
が
難
し
く
な
り
、「
明
治
四
〇
年
代
に
な

る
と
、
第
一
希
望
は
『
県
立
』、
こ
れ
に
落
ち

る
と
お
手
伝
い
さ
ん
付
き
で
東
京
・
虎
の
門

の
女
学
校
（
東
京
女
学
館
）
に
入
る
の
が
横

浜
の
上
流
階
級
の
子
女
の
コ
ー
ス
と
な
っ
た
」

と
い
う
（『
創
立
百
周
年
記
念
誌
《
学
校
編
》』

神
奈
川
県
立
横
浜
平
沼
高
等
学
校
創
立
百
周

年
記
念
行
事
校
内
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇

年
）。「
良
妻
賢
母
」
を
育
て
る
と
い
う
堅
実

な
教
育
方
針
が
父
母
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま

た
、
必
修
科
目
と
し
て
英
語
教
育
を
重
視
し

た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
。
一
九
〇
七
（
明
治

四
〇
）
年
か
ら
神
奈
川
県
女
子
師
範
学
校
を

併
置
し
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
分
離
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か
ら
神
奈
川
県
立

横
浜
第
一
高
等
女
学
校
と
改
称
。

　

戦
後
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
新
制

高
校
と
な
り
、
神
奈
川
県
立
横
浜
第
一
女
子

高
等
学
校
と
変
更
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）

年
に
男
女
共
学
と
な
り
、
神
奈
川
県
立
横
浜

平
沼
高
等
学
校
に
い
た
る
。

卒
業
生
の
進
路

　

そ
れ
で
は
、
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
高
等

女
学
校
卒
業
生
の
う
ち
、
神
奈
川
県
全
体
と

県
立
第
一
高
女
卒
業
生
の
進
路
を
見
て
い
き

た
い
。

　

表
１
・
表
２
は
、
前
年
度
高
等
女
学
校
卒
業

生
の
進
路
の
う
ち
①
進
学
・
②
就
職
・
③
そ

の
他
の
人
数
、
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
は
神
奈
川
県
全
体
、
表
２
は
県
立
第
一
高

女
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、一
九
三
〇（
昭

和
五
）
年
と
、
①
進
学
や
②
就
職
が
大
き
く
増

加
し
た
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
と
一
九
三
七

（
昭
和
一
二
）
年
の
数
字
を
示
し
た
。
県
全
体

で
は
、
次
第
に
①
進
学
や
②
就
職
が
増
え
る

も
の
の
、
③
そ
の
他
、
①
進
学
、
②
就
職
の

順
に
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
県
立
第
一
高
女

で
は
一
九
三
七（
昭
和
一
二
）年
に
は
①
進
学
、

②
就
職
、
③
そ
の
他
の
順
序
と
な
る
。

　

表
３
に
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三

月
の
卒
業
生
の
、
具
体
的
な
進
路
を
示
す
。

家
庭
に
居
る
も
の
（
一
〇
二
名
）、
上
級
学
校

入
学
者
（
四
八
名
）、就
職
者
（
六
名
）
で
あ
る
。

　

進
学
先
は
、
教
員
や
医
療
関
係
を
目
指
す

も
の
な
ど
職
業
に
結
び
つ
く
も
の
と
、
裁
縫

な
ど
の
学
校
が
多
か
っ
た
。
就
職
希
望
者
は

四
十
数
名
い
た
が
、
就
職
難
の
た
め
就
職
者
は

六
名
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
（「
校
友
会
時
報
」

第
三
号
『
花
橘
樹
』
第
四
一
号　

神
奈
川
県
立

横
浜
第
一
高
等
女
学
校
校
友
会
、
一
九
三
二

年
）。
就
職
者
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に

一
三
名
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
不

況
を
脱
し
た
た
め
か
、
三
〇
名
に
増
加
し
た
。

　

こ
の
頃
県
立
第
一
高
女
で
は
、
卒
業
生
の

進
路
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
同
校
教
員
が
語
っ
た
、
校
友
会

誌
の
記
事
を
紹
介
す
る
。
一
九
三
三
（
昭
和

八
）
年
に
同
校
雑
誌
部
の
主
催
で
、
校
長
・

� ●一九三〇年代県立横浜第一高等女学校の卒業生と同窓生

表１：神奈川県前年度卒業者進路

①進学　 ②就職 ③その他 計
1930 年 296（20.4％） 85（5.8％） 1,073（73.8％） 1,454
1934 年 432（23.5％） 274（14.9％） 1,133（61.6％） 1,839
1937 年 627（23.9％） 546（20.8％） 1,454（55.3％） 2,627

人数（人）及び全体の割合（％）。「前年度卒業者状況ニ関スル調」（『全国高等女学校実科
高等女学校ニ関する諸調』文部省普通学務局）各年度より作成。

表２：県立横浜第一高等女学校本科前年度卒業者進路

①進学　 ②就職 ③その他 計
1930 年　　　　　　49（37.4％） 21（16％） 61（46.6％） 131
1934 年　　　　　　88（51.8％） 30（17.6％） 52（30.6％） 170
1937 年　　　　　　95（49.7％） 53（27.7％） 43（22.5％） 191

人数（人）及び全体の割合（％）。表１と同様に作成。
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教
頭
以
下
教
員
二
九
名
、
五
年
生
の
正
副
級

長
八
名
、
四
・
五
年
生
の
雑
誌
部
委
員
が
参
加

し
て
「
卒
業
に
関
す
る
座
談
会
」
が
開
か
れ

た
時
の
も
の
で
あ
る
（『
花
橘
樹
』
第
四
三
号
、

一
九
三
三
年
）。

　

①
上
級
学
校
へ
の
進
学

Ｍ
「
私
は
あ
ま
り
上
級
学
校
に
入
り
過
ぎ
な

い
様
に
し
た
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。
男
は

一
技
一
能
で
も
よ
ろ
し
い
が
、
女
は
子
供
を

教
育
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
実
際

の
社
会
状
態
か
ら
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
上

級
学
校
へ
入
つ
た
か
ら
と
て
良
い
所
に
お
嫁

に
行
け
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
漫

然
と
学
校
に
行
つ
て
ゐ
る
の
は
惜
し
い
と
思

ひ
ま
す
。
才
能
や
体
力
の
備
は
つ
た
人
の
行

く
の
は
よ
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
無
理
に
行
か

ぬ
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
」。

Ｎ
「
将
来
上
級
学
校
を
出
て
、
職
業
婦
人
と

し
て
立
た
う
と
す
る
者
は
別
と
し
て
、
結
婚

迄
の
二
三
年
の
間
を
如
何
に
有
効
に
過
ご
す

か
は
大
い
に
考
へ
て
貰
ひ
た
い
」。「
事
情
が

許
す
な
ら
ば
こ
の
二
・
三
年
間
を
家
庭
の
主
婦

と
し
て
の
準
備
に
上
級
学
校
に
入
る
事
を
勧

め
た
い
。
只
今
で
は
社
会
の
需
要
に
よ
り
全

く
そ
の
目
的
に
応
ず
る
た
め
、
相
当
信
用
の

於
け
る
学
校
も
出
来
て
来
た
様
で
す
」。「
自

分
の
特
長
・
趣
味
を
生
か
す
様
に
し
て
欲
し

い
と
思
ひ
ま
す
」。

　

②
就
職
希
望
に
つ
い
て

Ｗ
「
就
職
希
望
者
が
年
々
増
加
し
て
、
昨
年

も
四
十
名
位
あ
り
ま
し
た
」。「
い
ざ
社
会
に

乗
出
さ
う
と
い
ふ
か
ら
に
は
、
大
い
に
慎
重

に
考
へ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
庭
の
事

情
と
か
、
自
分
の
境
遇
と
か
、
身
体
の
健
康

状
態
と
か
将
来
の
方
針
と
か
、
職
業
の
適
不

適
と
か
、
就
職
後
の
決
心
と
か
、
さ
う
い
ふ

点
に
つ
い
て
充
分
考
慮
し
て
、
就
職
に
つ
い

て
固
い
覚
悟
を
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思

ひ
ま
す
」。

　

③
家
庭
に
入
る
卒
業
生
に
向
け
て

Ｓ
「
第
一
に
時
間
を
生
か
し
て
使
つ
て
い
た
ゞ

き
た
ひ
と
思
ひ
ま
す
」。「
そ
れ
か
ら
女
性
の

特
質
と
し
ま
し
て
朗
か
で
あ
つ
て
ほ
し
い
と

思
ひ
ま
す
」。

Ｆ
「
家
庭
を
も
つ
と
科
学
的
に
き
り
ま
わ
し

て
い
た
ゞ
き
た
ひ
と
思
ひ
ま
す
」。

Ｋ
「
男
の
立
場
か
ら
望
む
な
ら
ば
、
先
づ
第

一
に
貞
操
と
経
済
観
念
を
確
立
し
て
凡
て
の

修
養
を
や
つ
て
欲
し
い
と
思
ひ
ま
す
。
第
二

に
味
気
の
な
い
理
く
つ
よ
り
情
味
あ
る
経
験

を
積
ん
で
来
て
欲
し
い
と
思
ひ
ま
す
。
栄
養

価
の
講
釈
を
聞
か
さ
れ
る
よ
り
は
、
美
味
し

い
味
噌
汁
と
漬
物
を
食
べ
さ
し
て
貰
つ
た
方

が
嬉
し
い
で
す
か
ら
ね
。
尚
欲
を
云
へ
ば
朗

か
で
淡
白
で
あ
つ
て
欲
し
い
で
す
な
…
…
。

顔
や
姿
は
二
の
次
で
…
…
」。

　

教
員
た
ち
の
考
え
る
卒
業
生
の
進
路
は
、
①

上
級
学
校
に
進
む
場
合
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
目
的
を
持
つ
。
②
就
職
す
る
場
合
も
結

婚
ま
で
の
時
間
つ
ぶ
し
で
は
な
く
、
慎
重
に
考

え
て
適
職
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
③
家
庭
の
良
い
主
婦
に
な
る
に
も
、

さ
ら
な
る
修
養
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、第
一
高
女
同
窓
会
「
真
澄
会
」
で
は
、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
四
月
に
、
本
科
卒

業
後
に
進
学
す
る
た
め
の
専
攻
部
を
設
け
た
。

以
後
、
上
級
学
校
進
学
者
が
増
え
、
そ
の
ほ

ぼ
半
数
が
専
攻
部
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

『
真
澄
会
誌
』
と
同
窓
生

　

県
立
第
一
高
女
同
窓
会
「
真
澄
会
」
は
、

親
睦
を
図
る
た
め
に
同
窓
会
誌
を
発
行
し
た
。

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
次
の
会
誌
を
所
蔵

し
て
い
る
。

　
『
神
奈
川
県
立
高
等
女
学
校
同
窓
会
誌
』

第
一
五
号
（
一
九
一
八
年
）
―
第
二
六
号

（
一
九
二
九
年
）、『
真
澄
会
誌
』
第
二
七
号

（
一
九
三
一
年
）―
第
三
五
号（
一
九
三
九
年
）。

た
だ
し
、
第
三
二
号
は
欠
号
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、『
真
澄
会
誌
』
と
改
題
し
た
後

の
同
誌
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
第
二
七
号
の

内
容
は
、
口
絵
・
定
款
・
校
長
の
交
代
に
よ

る
新
旧
校
長
の
挨
拶
・
穂
積
重
遠
「
婦
人
に

よ
る
社
会
の
浄
化
」・
相
澤
英
次
郎
「
昭
和
五

年
七
月
茶
道
講
習
会
の
席
上
に
て
」・
本
会
記

事
・
支
部
会
だ
よ
り
・
母
校
だ
よ
り
・
消
息
・

御
結
婚
・
御
死
亡
・
会
員
名
簿
で
あ
る
。
特

に
一
二
頁
に
わ
た
る
総
会
・
行
事
・
ク
ラ
ス

●一九三〇年代県立横浜第一高等女学校の卒業生と同窓生

表3：1932（昭和7）年卒業生進路
　進学先・就職先 人数

家庭に居る者 102

上級学校入学者

第六臨時教員養成所（東京女子高等師範学校併置） 1
東京女子高等師範学校附属高等女学校専攻科 1
東京音楽学校 1
神奈川県女子師範学校本科第二部 5
東京府立第一高等女学校高等科 2
横浜市立女子専修学校高等科 8
日本女子大学家政科 2
実践女学校専門部国文科 1
同家政科 1
共立女子専門学校 2
帝国女子医学専門学校 2
帝国女子薬学専門学校 6
女子英学塾 1
女子美術学校 1
自由学園高等科 1
戸板裁縫女学校 7
東京家政学院 3
双葉高等女学校高等科 1
フエリス女学校高等科 1
神戸女学院音楽部 1

計 48

就職者

東京鉄道局 1
商工省絹業試験場 1
第一生命保険相互会社 2
日本生糸株式会社 1
株式会社大林組 1

計 6
合　計 156

『花橘樹』第 41号（神奈川県立横浜第一高等女学校校友会、1932 年）より。
前掲「前年度卒業者状況ニ関スル調」（文部省普通学務局）では、家庭に
居る者を含む「その他」が 106 人になっている。

図１　真澄会館で開催されたクラス会（本科14回）
『真澄会誌』第 27 号（1931 年）
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会
の
口
絵
写
真
と
、本
会
記
事
に
注
目
し
た
い
。

　

口
絵
に
は
、
文
化
刺
繍
講
習
会
と
五
月
二
五

日
に
開
港
記
念
横
浜
会
館
で
開
い
た
「
真
澄

演
奏
会
」
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。「
各
地

ノ
集
ヒ
」
に
は
、
東
京
、
仙
台
と
朝
鮮
、
大

連
の
同
窓
会
写
真
を
載
せ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
「
外
地
」
を
含
め
、
い
く
つ
か
支
部
が
あ
っ

た
。
ク
ラ
ス
会
の
写
真
も
複
数
載
せ
て
い
る
。

な
か
に
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
、

母
校
敷
地
内
に
完
成
し
た
真
澄
会
館
で
開
催

さ
れ
た
ク
ラ
ス
会
の
も
の
も
あ
る
（
図
1
）。

　

そ
し
て
、「
真
澄
会
」
の
事
業
部
と
し
て
、

①
講
演
部
・
②
手
芸
部
（
裁
縫
、
刺
繍
、
編

物
等
の
講
義
及
び
実
習
）・
③
家
事
部
（
料
理
、

洗
濯
、
美
容
等
の
講
義
及
び
実
習
）・
④
茶
華

道
部
・
⑤
見
学
部
（
工
場
そ
の
他
の
視
察
）・

⑥
旅
行
部
（
日
帰
り
及
び
宿
泊
の
短
期
旅
行
）

を
設
け
て
、
事
業
へ
の
参
加
希
望
申
し
込
み

を
募
っ
て
い
る
。
卒
業
後
も
様
々
な
修
養
の

機
会
を
設
け
、
会
員
に
提
供
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
雑
誌
に
は
、
一
〇
月

の
行
事
に
つ
い
て
案
内
の
チ
ラ
シ
が
挟
ま
っ

て
い
る
。
明
治
製
菓
会
社
と
照
明
学
校
の
見

学
及
び
、
永
井
潜
（
医
学
者
）
の
講
演
会
の

も
の
で
あ
る
。

　

第
三
五
号
ま
で
の
口

絵
を
見
る
と
、
ク
ラ
ス

会
は
真
澄
会
館
の
ほ

か
、野
澤
屋
、森
永
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
ス
ト
ア
、
不

二
家
な
ど
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
卒
業
し
た
ば

か
り
の
同
窓
生
に
は
進

学
先
の
制
服
や
洋
装
が

見
ら
れ
る
が
、
数
年
後
の
同
学
年
の
女
性
た

ち
は
、
家
庭
に
入
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
、
ほ

ぼ
和
服
を
着
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
に
日
中

戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
見
学
会
や
旅
行
の
写

真
に
は
、
次
第
に
戦
争
の
影
響
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
第
三
四
号
（
一
九
三
八
年
）

に
は
「
戦
捷
祈
願
旅
行
」
と
し
て
、
榛
名
神

社
を
訪
れ
た
記
念
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
（
図

2
）。
こ
の
よ
う
な
旅
行
に
つ
い
て
は
、
注
意

を
喚
起
す
る
記
事
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

第
三
五
号
の
ク
ラ
ス
会
記
事
に
は
、「
戦
捷
祈

願
旅
行
と
か
、
将
兵
慰
問
等
を
物
見
遊
山
的

（
少
々
云
ひ
す
ぎ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
）
に
考

え
て
る
人
が
た
ま
〳
〵
あ
る
の
ぢ
や
な
い
で

せ
う
か
。
是
等
の
事
は
戦
時
道
徳
を
最
も
冒

涜
す
る
も
の
で
す
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

同
窓
生
の
廣
瀬
家
四
姉
妹

　

戦
中
・
戦
後
の
時
期
を
、
県
立
第
一
高
女
と

と
も
に
過
ご
し
た
家
族
が
い
る
。
廣
瀬
家
で

は
、
母
（
二
一
回
卒
）
と
娘
四
人
が
第
一
高

女
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
姉
妹
は
、一
九
三
八（
昭

和
一
三
）
年
か
ら
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
時
代
を
お
く
っ
た
。

　

長
女
尾
崎
泰
子
（
四
〇
回
卒
）
が
、『
創

立
百
周
年
記
念
誌
《
真
澄
会
編
》』
に
寄
せ

た
文
章
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
泰
子
は

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
に
入
学
し
、

一
九
四
三（
昭
和
一
八
）年
三
月
に
卒
業
し
た
。

在
学
中
五
年
間
の
後
半
は
、
戦
争
の
影
響
を

受
け
た
。
敵
国
語
と
な
っ
た
英
語
の
授
業
は

希
望
者
の
み
と
な
り
、
修
学
旅
行
も
四
年
の

日
光
旅
行
は
中
止
に
、
五
年
の
関
西
旅
行
に

は
や
っ
と
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
勤
労
奉
仕

も
あ
り
、
鶴
見
の
森
永
製
菓
（
図
3
）、
長
津

田
の
火
薬
庫
（
陸
軍
兵
器
補
給
廠
）、
桜
木
町

の
三
菱
ド
ッ
ク
（
現
在
、み
な
と
み
ら
い
地
区
）

な
ど
で
作
業
を
し
た
。
卒
業
後
は
、
中
学
校

制
度
改
革
に
よ
り
置
か
れ
た
専
攻
科
に
一
年

在
学
し
た
。

　

次
女
宣
子
（
四
三
回
卒
）
は
、一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）
年
四
月
に
入
学
。
入
試
は
内
申
と

面
接
の
み
で
あ
っ
た
。
一
ク
ラ
ス
五
〇
名
で
、

六
ク
ラ
ス
あ
っ
た
。
二
年
か
ら
英
語
が
選
択

に
な
り
、
七
〇
名
ほ
ど
が
英
語
ク
ラ
ス
、
ほ

か
の
学
生
は
そ
の
時
間
に
家
庭
科
を
学
ん
だ
。

工
場
動
員
が
始
ま
り
、
最
初
は
鶴
見
の
食
品

工
場
に
行
き
、
次
に
川
崎
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
工

場
で
作
業
を
し
た
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
五
月
、
横
浜
大
空
襲
で
家
が
全
焼
し
た
。

終
戦
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三
月
、

四
年
で
卒
業
す
る
か
五
年
に
進
級
す
る
か
を

選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
卒
業
し
て
東
京

女
子
大
学
に
進
学
し
た
。

　

三
女
光
江
（
四
八
回
卒
）
は
、一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
四
月
に
入
学
し
た
が
、
ま
と
も

に
授
業
を
受
け
た
の
は
ほ
ん
の
数
日
で
あ
っ

た
。
五
月
の
横
浜
大
空
襲
の
後
平
塚
市
に
移

り
、
平
塚
高
等
女
学
校
に
転
校
。
戦
後
三
学

期
か
ら
県
立
第
一
高
女
に
復
学
し
、
横
浜
ま

で
約
五
年
間
通
っ
た
。
学
校
改
革
の
時
期
で
、

三
年
の
三
月
に
県
立
第
一
高
女
併
設
中
学
校

を
卒
業
し
、
新
制
の
横
浜
第
一
女
子
高
等
学

校
の
一
年
と
な
っ
た
。
三
年
の
年
に
、
一
年

は
男
女
共
学
と
な
り
、
校
名
も
横
浜
平
沼
高

等
学
校
と
な
っ
た
。

　

四
女
絹
子
（
五
〇
回
卒
）
は
、
そ
の
年
、

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
四
月
に
、
横
浜

平
沼
高
等
学
校
に
入
学
し
、
男
女
共
学
一
期

生
と
な
っ
た
。

　

泰
子
の
娘
で
あ
る
伏
谷
道
子
氏
に
よ
る
と
、

戦
前
、
泰
子
の
父
親
が
平
塚
市
内
に
転
勤
す

る
の
に
伴
い
、
母
親
と
三
女
・
四
女
が
平
塚

市
に
引
越
し
、
県
立
第
一
高
女
に
通
う
次
女

と
祖
父
母
と
と
も
に
、
泰
子
が
横
浜
に
残
っ

た
。 

し
か
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

� ●一九三〇年代県立横浜第一高等女学校の卒業生と同窓生

図２　戦捷祈願旅行（榛名神社参拝）
『真澄会誌』第 34 号（1938 年）

図３　森永食糧工場で働く女学生たち
横浜市史資料室所蔵　横浜の空襲と戦災　神奈川県立横浜平沼高等学校資料
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五
月
、
横
浜
大
空
襲
で
被
災
後
、
平
塚
市
に

家
族
全
員
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

尾
崎
泰
子
旧
蔵
資
料
か
ら

　

泰
子
（
旧
姓
廣
瀬
、
一
九
二
六
年
三
月
生
）

は
、「
横
浜
大
空
襲
で
家
は
全
焼
、
卒
業
証
書

や
思
い
出
の
写
真
な
ど
も
す
べ
て
失
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
横
浜
市
史
資

料
室
に
は
、
伏
谷
氏
よ
り
資
料
を
ご
寄
贈
い

た
だ
い
て
い
る
。
当
時
防
空
壕
に
入
れ
て
あ
っ

た
た
め
、
焼
け
ず
に
済
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
資
料
は
、一
九
三
九（
昭

和
一
四
）
年
か
ら
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）

年
ま
で
の
、
主
に
泰
子
の
県
立
第
一
高
女
在

学
中
か
ら
終
戦
後
の
も
の
、
三
〇
件
で
あ
る
。

戦
中
・
戦
後
を
過
ご
し
た
女
学
生
の
資
料
と

し
て
、
貴
重
で
あ
る
。
次
に
紹
介
し
た
い
。

①
稽
古
事

　

泰
子
は
、
県
立
第
一
高
女
本
科
在
学
中
か

ら
い
く
つ
か
の
稽
古
事
を
し
て
い
た
。
資
料

に
は
、
茶
道
（
裏
千
家
）、
煎
茶
式
（
東
阿
部

流
）、
宮
城
社
筝
曲
の
複
数
の
免
許
状
が
含

ま
れ
て
い
る
。
特
に
茶
道
は
戦
後
も
続
け
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
初
期
に
お
い
て
、

女
学
生
の
琴
、茶
道
、生
花
な
ど
の
稽
古
事
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
立
す
る
た
め
の
職
業

と
し
て
の
実
用
と
、
教
養
を
兼
ね
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。

②
専
攻
科
・
タ
イ
ピ
ス
ト
養
成
所

　

ま
た
、
本
科
課
程
卒
業
後
は
専
攻
科
に
進

み
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
三
月
に
修

了
し
た
。
そ
の
間
同
年
一
月
に
は
、
大
日
本

婦
人
会
横
浜
市
支
部
タ
イ
ピ
ス
ト
養
成
所
本

科
を
卒
業
し
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

年
に
発
足
し
た
大
日
本
婦
人
会
は
、
未
婚
者

を
の
ぞ
く
二
〇
歳
以
上
の
全
て
の
女
性
を
会

員
と
し
て
、
国
家
総
力
戦
体
制
に
動
員
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
女
性
の
訓
練
や
教
育
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
タ
イ
ピ
ス
ト
の
養
成
も

実
施
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
修
了
証
書

が
あ
る
。

③
幼
児
教
育

　

専
攻
科
終
了
後
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
三
月
に
、
横
浜
聖
徳
保
姆
養
成
所
本
科
課
程

修
了
証
書
を
取
得
し
た
。
同
養
成
所
（
現
在

の
聖
ケ
丘
保
育
専
門
学
校
）
は
、
一
九
三
四

（
昭
和
九
）
年
に
、
仏
教
主
義
の
保
育
者
養
成

所
と
し
て
鹿
野
久
恒
が
中
区
長
者
町
に
創
設

し
た
も
の
で
、
翌
年
県
の
認
可
を
得
た
。
本

科
の
修
業
年
限
は
一
年
で
あ
っ
た
。
泰
子
は
、

同
養
成
所
終
了
後
、
神
奈
川
県
幼
稚
園
保
姆

免
許
状
を
取
得
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
証
書

も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

伏
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
平
塚
市
の
廣
瀬
家
の

近
く
に
父
親
の
務
め
る
会
社
の
社
宅
が
あ
り
、

幼
稚
園
保
姆
免
許
状
を
持
つ
泰
子
は
、
幼
稚

園
と
い
う
き
ち
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

社
宅
の
一
部
屋
を
借
り
て
、
社
員
の
子
ど
も

た
ち
を
集
め
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
時

に
次
の
よ
う
な
教
材
や
、
紙
芝
居
を
使
用
し

た
と
思
わ
れ
る
。

〇
「
手
技
日
誌
」

　

幼
稚
園
の
年
度
に
合
わ
せ
て
、
四
月
か
ら
三

月
ま
で
の
年
中
行
事
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
紙
で

作
っ
た
教
材
を
貼
り
こ
ん
だ
綴
り
で
あ
る
（
図

4
）。
材
料
に
は
、折
り
紙
や
千
代
紙
、古
葉
書
、

竹
ひ
ご
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
い
の
ぼ

り
や
七
夕
ま
つ
り
、
お
月
見
、
ひ
な
祭
り
な

ど
の
行
事
の
合
間
に
、
軍
艦
や
飛
行
機
な
ど

が
貼
ら
れ
、
戦
争
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

〇
「
紙
芝
居
」

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
か
ら
一
九
四
六

（
昭
和
二
一
年
）
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

描
き
写
し
た
も
の
と
印
刷
物
が
あ
る
。
高
橋
五

山
作
「
幼
稚
園
紙
芝
居
第
二
一
輯　

ス
ズ
メ
ノ

オ
ヤ
ド
・
オ
ニ
ノ
ツ
リ
ハ
シ
」
や
、「
同
二
三

輯　

ネ
ズ
ミ
ノ
ヨ
メ
イ
リ
」
な
ど
は
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
と
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
に
描
き
写
し
て
い
る
。
印
刷
さ

れ
た
も
の
は
「
日
本
教
育
紙
芝
居
協
会
作
品　

ア
カ
イ
マ
リ
」・「
同
コ
ネ
コ
チ
ヤ
ン
ト
ト
ン

ボ
」（
日
本
教
育
画
劇
、
一
九
四
四
年
）
や
、

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作「
ボ
ク
チ
ヤ
ン
ト
卵
」（
日

本
画
劇
、
一
九
四
六
年
）
な
ど
で
あ
る
。
戦

時
期
に
は
、
国
策
を
宣
伝
す
る
紙
芝
居
が
作

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
そ
の
影
響
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

④
写
真
類

　

泰
子
の
女
学
校
時
代
に
写
さ
れ
た
、
遠
足

な
ど
の
記
念
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
図
５

は
、
戦
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三

月
、
同
窓
会
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
。
和
服
の
一
人
を
除
い
て
、
洋
服
の
上
着

に
も
ん
ぺ
姿
の
よ
う
で
あ
る
。
後
列
左
端
が

泰
子
で
、
こ
の
頃
子
ど
も
た
ち
に
手
作
り
の

紙
芝
居
を
見
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
泰
子
は
、

翌
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
に
結
婚

し
て
家
庭
に
入
る
が
、
そ
の
婚
礼
写
真
も
ご

寄
贈
い
た
だ
い
た
。

お
わ
り
に

　

こ
の
稿
で
は
、
昭
和
戦
中
と
戦
後
間
も
な
い

こ
ろ
の
、
県
立
第
一
高
女
卒
業
生
と
同
窓
生

に
つ
い
て
見
て
き
た
。
戦
争
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
も
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一

般
に
進
学
、
就
職
、
家
事
手
伝
い
の
後
、
結

婚
し
て
家
庭
に
入
る
女
性
が
多
く
、
進
学
率

の
高
い
県
立
第
一
高
女
の
卒
業
生
も
同
様
で

あ
っ
た
。

　

伏
谷
道
子
氏
に
は
、
資
料
の
ご
寄
贈
及
び

ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し

ま
す
。�

（
上
田　

由
美
）

●一九三〇年代県立横浜第一高等女学校の卒業生と同窓生

図４　「手技日誌」から　横浜市史資料室所蔵　伏谷道子家資料
古葉書を使った、軍艦と朝顔である。

図５　泰子と友人たち（1946年３月
の同窓会にて）
横浜市史資料室所蔵　伏谷道子家資料
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大
正
・
昭
和
は
じ
め
の
地
図
の
旅

　

～
安
室
吉
弥
家
資
料
よ
り

　

横
浜
市
史
資
料
室
で
所
蔵
す
る
安
室
吉
弥

家
資
料
（
磯
子
区
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
戦

前
期
に
旧
・
久
良
岐
郡
お
よ
び
横
浜
市
に
お

い
て
小
学
校
の
教
員
を
務
め
た
安
室
晋
治
に

関
す
る
資
料
群
で
あ
る
。
本
資
料
群
は
目
録

が
『
横
浜
市
史
資
料
所
在
目
録
―
近
・
現
代

―
第
九
集
』（
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　

安
室
晋
治
は
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年

に
生
ま
れ
た
。
教
員
に
な
り
、
一
九
二
一
（
大

正
一
〇
）
年
に
日
下
小
学
校
（
当
時
は
久
良

岐
郡
）
の
校
長
に
就
い
た
後
、
一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）
年
に
退
職
す
る
ま
で
い
く
つ
か
の

小
学
校
等
の
校
長
を
歴
任
し
た
。
本
資
料
群

は
安
室
の
赴
任
校
に
お
け
る
教
育
実
践
の
記

録
、
教
科
書
や
副
読
本
、
参
考
図
書
な
ど
か

ら
成
り
、
退
職
後
に
関
わ
っ
た
青
年
団
や
町

内
会
な
ど
の
資
料
も
含
ま
れ
る
。

　

資
料
目
録
は
文
書
類
と
刊
行
物
類
に
二
分

さ
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
「
横
浜
市
関
係
（
学

校
／
そ
の
他
）」「
神
奈
川
県
関
係
（
学
校
／

そ
の
他
）」「
絵
葉
書
」「
そ
の
他
」
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
安
室
が
教
材
と
し

て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
修

学
旅
行
や
校
外
学
習
な
ど
の
際
に
入
手
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
全
国
各
地
の
地
形
図
や
観

光
案
内
（
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
）
の
類
が
多
数

含
ま
れ
る
。「
地
図
」
を
「
あ
る
地
域
の
地
理

情
報
を
表
現
し
た
図
版
」
と
定
義
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
図
資
料
で
あ
る
。

　

目
録
で
は
「
横
浜
市
関
係
」
と
「
神
奈
川

県
関
係
」
に
お
い
て
は
、
地
図
の
一
点
ご
と

の
題
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
そ
の
他
」

に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
「
観
光
地
図
一
括
」

や
「
観
光
案
内
○
○
」（
○
○
は
地
名
）、「
東

京
付
近
観
光
案
内
一
括
」
や
「
千
葉
県
地
図

一
括
」
な
ど
の
か
た
ち
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
括
さ
れ
た
資
料
か
ら
も
地
図
に
該

当
す
る
も
の
を
一
点
ず
つ
抽
出
し
て
い
く
と
、

総
計
で
三
六
一
点
の
地
図
資
料
が
安
室
家
資

料
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
地
図
資
料
を
分
類
し
て

み
よ
う
。
地
図
の
分
類
に
は
、（
一
）
作
成
者
、

（
二
）
対
象
地
域
、（
三
）
縮
尺
、（
四
）
作
成

時
期
、（
五
）
表
現
内
容
・
手
法
、
な
ど
の
基

準
が
考
え
ら
れ
る
。（
一
）
は
国
家
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
の
公
的
機
関
か
、
民
間
団
体
や

個
人
な
ど
か
、（
二
）
は
世
界
や
国
土
の
全
体

か
、
あ
る
い
は
府
県
の
全
体
や
一
部
か
、
都

市
や
観
光
地
な
ど
の
特
定
の
土
地
か
、（
三
）

は
大
縮
尺
の
詳
細
図
か
、
小
縮
尺
の
広
域
図

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
四
）
は
そ
の
通

り
で
あ
り
、（
五
）
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
一

般
図
か
主
題
図
（
テ
ー
マ
図
）
か
、
平
面
図

か
立
体
図
か
、
あ
る
い
は
航
空
写
真
か
、
な

ど
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

分
類
の
設
定
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え

ら
れ
る
が
、例
え
ば
今
回
は
特
に（
一
）と（
二
）

に
依
拠
し
な
が
ら
、【
Ⅰ
】
か
ら
【
Ⅴ
】
の
分

類
項
目
を
設
定
し
た
（【
Ⅱ
】
か
ら
【
Ⅳ
】
は

さ
ら
に
細
目
を
設
定
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
点
数
は

下
記
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
作
成
年
代
は

大
正
期
の
一
九
一
〇
年
代
か
ら
昭
和
戦
前
期

の
三
〇
年
代
ま
で
が
中
心
で
、
一
部
に
明
治

後
期
や
昭
和
の
戦
後
す
ぐ
の
も
の
も
含
ま
れ

る
。
ま
た
、【
Ⅱ
】
か
ら
【
Ⅳ
】
に
は
、
一
般

的
な
平
面
図
か
ら
鳥
瞰
図
（
パ
ノ
ラ
マ
地
図
）

な
ど
の
立
体
図
の
類
ま
で
が
混
在
し
て
い
る
。

＊
＊
＊

【
Ⅰ
】
官
製
地
形
図
…
五
六
点　

【
Ⅱ
】�

横
浜
地
図
＝
ⓐ
市
内
全
図
…
一
七
点
／

ⓑ
市
内
各
地
…
一
一
点

【
Ⅲ
】�

神
奈
川
県
地
図
＝
ⓐ
県
内
全
図
…
九
点

／
ⓑ
県
内
各
地
（
横
浜
市
を
除
く
）
…

四
〇
点

【
Ⅳ
】�

日
本
地
図
＝
ⓐ
国
内
全
図
…
一
三
点
／

ⓑ
国
内
各
地
［
北
海
道
・
東
北
地
方
］

…
四
点
／
ⓒ
国
内
各
地［
関
東
地
方（
横

浜
市
・
神
奈
川
県
を
除
く
）］
…
六
三

点
（
う
ち
千
葉
県
…
一
〇
点
、
旧
東
京

府
・
市
…
二
五
点
）
／
ⓓ
国
内
各
地
［
中

部
地
方
］
…
六
一
点
（
う
ち
山
梨
県
…

一
三
点
、
静
岡
県
…
一
九
点
、
愛
知
県

…
一
五
点
）
／
ⓔ
国
内
各
地
［
近
畿
地

方
］
…
一
七
点
／
ⓕ
国
内
各
地
［
中
国
・

四
国
・
九
州
地
方
］
…
二
一
点　

【
Ⅴ
】�

海
外
地
図
…
四
九
点
（
う
ち
旧
満
州
…

一
六
点
）

　

安
室
家
資
料
に
は
官
製
地
形
図
を
除
く
と
、

横
浜
の
地
図
は
比
較
的
に
少
な
い
が
、
神
奈

川
県
や
国
内
の
各
地
の
地
図
が
多
数
含
ま
れ

て
い
る
。
旧
東
京
府
・
市
は
も
ち
ろ
ん
、
と

り
わ
け
千
葉
県
や
山
梨
県
、
静
岡
県
、
愛
知

県
な
ど
、
関
東
か
ら
中
部
地
方
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
八
点
に
限
ら
れ
る
が
、

特
に
稀
少
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
紹
介

し
た
い
と
思
う
。
全
体
図
も
し
く
は
部
分
拡

大
図
を
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
掲
載
す
る

の
で
、
地
図
の
旅
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た

い
。
も
っ
と
も
、
図
の
選
定
や
配
列
に
何
ら

か
の
脈
絡
が
あ
れ
ば
最
善
な
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
そ
れ
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
横
浜
周
辺
以
外
の
地
図
が
当

室
の
事
業
で
活
用
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
紙
面
を
残
し

て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。
た

だ
し
、
原
図
が
大
判
の
多
色
刷
り
で
あ
る
た

め
、
図
版
の
判
読
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
岡
田　

直
）

� ●大正・昭和はじめの地図の旅　～安室吉弥家資料より
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●大正・昭和はじめの地図の旅　～安室吉弥家資料より

【図１】「横浜市内学校位置図」（部分）
1937（昭和12）年、横浜市教育課発行【資料番号255-7】／横浜市立学校の位置図（分布図）は戦前から戦後を通じて適宜発行されているが、本図が最初
のようである。安室が最初に校長に就任した日下小学校（図中の23。矢印を加筆）は、この時すでに横浜市域の拡張によって市立学校になっている。

【図２】「東京市電及横浜市電地図」
1925（大正14）年頃、宝酒造株式会社発行【資料番号1716「〔東京市電及横浜市電地図ほか〕」より】／裏面は発行者である製造業者の宣伝が印刷されてい
る。直通運転をする計画があった東京・横浜の市内路面電車（市電）と、京浜間の郊外電車（京浜電気鉄道）が一枚に表現された珍しい路線図。

➡
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� ●大正・昭和はじめの地図の旅　～安室吉弥家資料より

【図5】「伊豆大島遊覧案内」
1930（昭和5）年、柳瀬善之助作、島の新聞社発行【資料番号1732「〔観光案内1東京近傍〕」より】／火山の三原山を擁する大島は古代より伊豆国に属し、
近代にいったん静岡県に含まれたが、すぐに東京府（都）に編入された。下田や東京から定期航路が設定され、この頃より観光地化が進んだ。

【図6】「天下之絶景 鬼怒川渓谷温泉鳥瞰」
1934（昭和9）年、松井哲太郎（天山）作・発行【資料番号1748「〔観光案内22房州ほか〕」より】／松井天山は千葉県を中心に関東の都市や観光地
を描いた鳥瞰図絵師。栃木県の鬼怒川温泉は昭和初期にその名が付けられ、現在の東武鉄道の駅名にも採用されたことで、関東有数の温泉地に発展した。

【図３】「本牧町大谷戸・下里・八王子・八王子墺住宅地案内図」
1929（昭和4）年頃【資料番号255-17】／自然の海岸だっ
た本牧半島に「理想的」な住宅地として分譲された本牧住宅地
の案内。「小野園」は横浜商人の小野家の邸宅で、一帯はその
所有地。中区本牧町の大谷戸と下里はやがて本牧大里町となる。

【図4】『海辺林間行　小学生徒の割引』付図
1935（昭和10）年頃、東京鉄道局発行【資料番号1732「〔観光案内1東京近傍〕」より】
／鉄道省が発行した印刷物の付図で、「●印は夏季小学生の特別割引地」とある。「児童
の健康増進策の一助として」（本文）、海水浴場や高原・林間の遊覧地の最寄り駅まで割
引が適用された。
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●大正・昭和はじめの地図の旅　～安室吉弥家資料より

【図7】「銚子実測地図」
1915（大正4）年頃、今井金三郎発行【資料番号1720「〔千葉県地図一括〕」より】／千葉県の銚子は犬吠埼の脇の利根川河口に位置する漁港都市。
大正時代、飯沼観音を中心とする本銚子町と、水産工場が集まり銚子駅を有する銚子町に分かれ、銚子電鉄の前身の銚子遊覧鉄道（銚子～犬吠駅）が開通した。

【図8】「近畿交通図」
1940（昭和15）年【資料番
号1746「〔観光案内20伊勢ほ
か〕」より】／発行者不明。近畿
地方にある社寺や史跡、御陵な
どをめぐるために作成された「参
拝の栞」の裏面。戦時下だが、
特に私鉄ごとの沿線にある遊園
地や野球場、温泉なども詳しく
記されている。
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『
昭
和
の
中
村
』
は
縦
三
〇
五
、
横
四
五
三

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
二
つ
折
り
に
し
た
四
ペ
ー

ジ
の
刊
行
物
で
あ
る
。
発
行
所
は
昭
和
の
中

村
社
（
中
村
町
一
二
二
九
）、
編
集
印
刷
兼
発

行
人
は
黒
岩
久
志
と
あ
る
。
表
題
に
は
「
中

村
町
発
展
機
関
紙
」
と
あ
り
、
当
時
の
中
区

中
村
町
に
つ
い
て
の
逐
次
刊
行
物
で
あ
る
。

　

市
史
資
料
室
に
は
、
こ
の
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
一
二
月
一
日
発
行
の
第
六
号
の
み

の
所
蔵
で
（
市
史
資
料
室
資
料
一
二
三
八
）、

こ
れ
以
前
に
発
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
第
一
号

～
第
五
号
、
こ
れ
以
降
に
何
号
ま
で
発
行
さ

れ
た
の
か
な
ど
は
判
明
し
な
い
。
ま
た
、
こ

の
号
は
発
行
人
の
事
情
や
新
年
号
の
準
備
の

た
め
に
減
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
、「
新
年
号

は
予
告
通
り
の
十
二
頁
以
上
」
と
書
か
れ
て

い
る
（「
御
詫
び
」、「
編
集
室
」）。

　

発
行
人
の
黒
岩
久
志
は
、
昭
和
の
中
村
社

が
あ
る
中
村
町
一
二
二
九
の
黒
岩
印
刷
所
を

経
営
（『
職
業
別
電
話
名
簿
』
第
二
二
版
、
日

本
商
工
通
信
社
、
一
九
三
二
年
）
し
て
い
る
。

黒
岩
印
刷
所
は
掲
載
広
告
で
は
名
刺
や
年
賀

状
や
広
告
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
た
。

　

こ
の
第
六
号
の
内
容
は
右
の
記
事
一
覧
の

通
り
で
、「
三
時
代
の
中
村
」
を
は
じ
め
地
域

の
話
題
が
主
で
あ
る
。
こ
の
他
に
二
～
四
ペ
ー

ジ
に
は
、
酒
類
問
屋
打
木
屋
本
店
や
豚
肉
問

屋
松
原
彌
平
商
店
な
ど
の
町
内
の
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
一
ペ
ー
ジ
の
表
題
下
に
は
、

広
告
料
は
「
五
十
銭
、
一
円
、
一
円
半
、
二

円
以
上
実
費
掲
載
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
編
集
室
」
に
は
、「
福
井
氏
の
玉
稿

や
写
真
も
新
年
号
に
廻
し
ま
す
」
と
あ
り
、

写
真
掲
載
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

�

（
百
瀬　

敏
夫
）

� ●所蔵資料紹介　●市史資料室たより

所
蔵
資
料
紹
介

『
昭
和
の
中
村
』 

第
六
号

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
� リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

《市史資料室たより》
【令和6年度横浜市史資料室室内展示】
◆所蔵資料紹介 「中区火災保険図」
会　期：開催中～3月22日（土）
時　間：午前9時30分～午後5時
◎入場無料
会　場：横浜市西区老松町１番地
　　　　横浜市中央図書館地下1階
　　　　横浜市史資料室室内
　火災保険率算定の基礎資料であった大縮尺
地図、当室所蔵・昭和初期「中区火災保険図」
を紹介します。

【令和６年度講演会が終了しました】
　9月28日（土）午後2時より横浜市中央図
書館地下1階ホールで「野毛界隈彫刻巡礼－
清正公と井伊直弼と美空ひばり」を開催し、
79人にご参加いただきました。
　アンケートから「彫像について周りの物、
風景、所在地といった複数の視点から解説を
されて彫像のイメージの変遷、その現状など
深く知ることができた」、「野毛周りの彫刻を
時間と場所をこえて巡礼できた」、「何気なく
見過ごしていた銅像にたくさんの歴史があり、
その面白さを教えていただいた」、「銅像の見
方が変わった」、「ストリートウォッチングが
ゆっくり楽しめそうだ」等、木下直之先生の
講演から刺激を受け、彫刻を見るために街歩

きにでかけたいという感想を多くいただきま
した。この講演会の内容は、横浜市史資料室
紀要第15号（来年３月発行）に掲載予定です。

【寄贈資料】

1富浜　利郎様
　富浜利郎家資料追加� 10件
2水橋　佑介様
　表彰状（昭和20年5月8日）� 1件
3株式会社CLS様
　池田家資料� 111件
4澁谷　吉彦様
　ボングー洋装店資料追加� 32件
5木村　恵子様
　永田家資料� 16件

6松澤美津子様
　松澤家資料� 4件

【横浜市史資料室のご利用について】
　横浜市史資料室は、取り寄せが必要な資料
が多いため「事前予約の方優先」によるサービ
スの利用を案内しております。事前に電話、
ｅメール等でご利用方法等をご相談ください。
　予約なしで来室された場合、閲覧を希望さ
れる資料によっては、取り寄せの関係から別
日にご案内する場合がありますのでご了承く
ださい。ご不便をおかけしますが、ご理解・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【資料提供のお願い】
　当資料室では昭和期の横浜に関する国内外
の資料の収集・保存・調査研究および公開を
行っています。昔の街並みや行事の写真、古
い絵はがき、パンフレット、ポスターなど横
浜を記録した資料をお持ちの方はぜひご連絡
ください。次世代の市民に引き継ぎます。

◇休室日のご案内◇

毎週日曜日及び横浜市中央図書館休館日

『昭和の中村』第6号　1930年12月

『昭和の中村』第６号（1930年12月1日発行）記事一覧
頁 筆　　者 表　　題

1

七浦
昭和の中村社救済部

三時代の中村
中村町貧困者救済金募集
通信（隣保館の十銭床屋／石橋理髪店の奮闘／西で聨合売出し）
中村町出身者消息〔松田兼吉氏／萩原房太郎氏／宮本健治氏〕
新年号の広告募集

2
Ｎ・タカマル 成田山詣と義民宗吾の跡を旧家に訪ふ

御詫び〔新年増刊号準備のため本号減ページ〕

3
係り ニュースと雑評　瑕随聞駄話〔アラズイブンダワ〕

中村町の名誉 !!　シャムへ行く　我等の健児坂上末好君

4
如是丘人
黒岩

随想　探偵趣味放談【二】
編集室

9/28  講演会の様子


